
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「今、求められる学力」を知り、ねらいを明確に意識した授業設計をしましょう！ 
 
令和３年度 全国学力・学習状況調査の結果（中学校３年生） 
（１）教科と選択式・短答式・記述式の学力状況  （２）生徒質問紙調査から  

公立学校平均正答率 （％）                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－令和３年度 全国学力・学習状況調査から－ 鳥取県教育委員会  

【どんな問題？】 
〇学習指導要領の理念・目標・内容等に基づく、

「今、求められる学力」を問題として出題。 

〇教員による指導方法の改善や児童の学習改

善・学習意欲の向上等に役立てるという視点

から、学習指導上特に重視される点や身に付

けるべき力を具体的に示すメッセージとなる

問題を出題。 

〇過去の問題で見られた課題を踏まえた問題も

出題。 

【どんなメリットがある？】 
〇全国学調を分析することにより、どのような授業を行

えばよいかという「今、求められる学力」の方向性を知

り、授業改善につなげられる。 
〇各設問の正答率や誤答の状況から課題の有無を把握

し、学校における個々の児童への教育指導や学習状況

の改善・充実等に役立てることができる。 

〇質問紙調査では、学校としての取組や生徒の学習状況

を客観的に数値として把握でき、それを学校運営や授

業改善等に生かせる。 

教科の平均正答率は全国を下回る。特に、記述式
の問題で全国の平均正答率を下回り、無解答率
が全国と比べて高い傾向がある。 

R3

H31

H30 76 76.1 60 61.2 66 66.1 45 46.9
H29 77 77.4 72 72.2 63 64.6 48 48.1
H28 76.7 75.6 67.1 66.5 63.2 62.2 44.4 44.1

73 60

国語 数学

5663
72.8 59.8
64.6 57.2

本県(公立) 全国(公立) 本県(公立) 全国(公立)

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

（H２8～H３0 Ａ：主として「知識」に関する問題、 

Ｂ：主として「活用」に関する問題）の平均正答率 

 

鳥取県の状況は？ 

肯定的な回答をした生徒の割合（％） 

全国学力・学習状況調査問題からの 
メッセージを受け取ろう 

鳥取県のマスコットキャラクター「トリピー」 

思いを言葉で表す 

挑戦する心 

話合いで解決方法
を決定 全国比＋6.0 

全国比＋4.6 

全国比＋4.6 

 先生方への 

 全国比 -2.2 

質問紙では、「国語・数学の
勉強が好き」の項目で全国の
平均と比べ下回る。 

 

 
学力の向上を図るには、今回の調査で明らかになった生徒の意識
の高さを学習への意欲につなげ、「学ぶことが楽しい」「勉強が好
き」と思えるような授業へと変えていくことが必要です。 

全国比 -2.9 

数学の勉強が好き

国語の勉強が好き

本県
(公立)

全国
(公立)

全国(公立)

との差

本県
(公立)

全国
(公立)

全国(公立)

との差

選択式
短答式

68.2 69.2 -1.0 61.0 61.5 -0.5

記述式 53.6 56.0 -2.4 32.8 35.0 -2.2

国語 数学



与えられた条件に従い、目的に応じて資料から必要な情報を
読み取り、比較して、根拠を明確にして、自分の考えを書く。 

与えられた条件に従い、俳句に用いる言葉を複数の候補
の中から選び、その言葉を選んだ理由を書く。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
条
件
１ 

選
ん
だ
【
言
葉
の
候
補
】
に
つ
い
て
、【
辞
典
の
記
述
】
の
中
の
ど

の
よ
う
な
意
味
に
着
目
し
た
の
か
を
、
ほ
か
の
【
言
葉
の
候
補
】
の
意

味
と
の
違
い
が
分
か
る
よ
う
に
書
く
こ
と
。 

条
件
２ 

選
ん
だ
【
言
葉
の
候
補
】
を
用
い
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
情
景
や

心
情
を
表
現
で
き
る
と
考
え
た
の
か
を
、
条
件
１
で
取
り
上
げ
た
意
味

を
も
と
に
具
体
的
に
書
く
こ
と
。 

全国学力・学習状況調査の問題と県立高校入試の問題を見てみましょう 

県立高校入試の分析例 

「全国学力・学習状況調査」の分析例 

この高校入試の問題は、５つの条件に従って記述する問題です。 
複数の情報を読み取り、整理・活用して、説得力のある文章を
書く指導が大切です。 
全国学調と高校入試の問題、似ていますね！ 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
問
題
と
高
校
入
試
や
大
学
入
試
で
同
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の
問
題
が
出
題
さ
れ
て
い
ま
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口
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」
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を
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ま
す
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次
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、
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口
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創
作
し
て
い
る
俳
句
】
と
そ

の
俳
句
の 

 
 
 

に
入
れ
る
【
言
葉
の
候
補
】、
川
口
さ
ん

が
見
て
い
る
【
辞
典
の
記
述
】
で
す
。
あ
な
た
な
ら
、【
言
葉

の
候
補
】
の
中
の
ど
の
言
葉
を
選
び
ま
す
か
。
Ａ
か
ら
Ｃ
ま
で

の
中
か
ら
一
つ
選
び
（【
言
葉
の
候
補
】
の
中
の
ど
の
言
葉
を

選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。）、
そ
れ
を
選
ん
だ
理
由
を
、
あ
と

の
条
件
１
と
条
件
２
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。
な
お
、
読

み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
本
線
で
消
し
た
り

行
間
に
書
き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

（
令
和
二
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
問
題
） 

この全国学調の問題は、２つの条件に従って記述する問題です。 
論点について自分の立場を決め、自分の考えの中心や主張を明確にして書く指導が大切です。 
高校入試では、どんな問題が出題されているのでしょうか。 

【
問
題
五
】
問
五 

こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
あ
と
、
次
の
資

料
（
県
外
居
住
者
を
対
象
に
し
て
行
っ
た
鳥
取
県
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
調

査
）
を
も
と
に
、「
鳥
取
県
の
魅
力
」
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
課
題
と
解
決

策
を
文
章
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
と
の
【
条
件
】
に
従
っ
て
、

あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。 

（
令
和
三
年
度
鳥
取
県
立
高
校
入
試
問
題
） 

 

資
料 

【
条
件
】 

どちらの問題も求められる力は同じで、精査した情報を基に自分の考えを形成し、文章や
発話によって表現し、目的や場面、状況等に応じて互いの考えを適切に伝え合う力が求め
られます。この力は、国語・数学だけでなく、全教科で育てていく力です。 

11 月15 日に作成しました 

校内研修用の「研修パッケージ」 

をぜひご活用ください！ 



国 語 
力が付いている問題 県 全国 差 

◆話合いの話題や方向を捉える 

１（一）話合いでの司会の発言の役割について説明したものとして適切なものを選択する問題 

正答率

90.0% 
 

89.7% +0.3 
◆文脈に即して漢字を正しく読む 

４（一）②漢字を読む問題（詳細） 

正答率

89.1% 
 

88.8% +0.3 

課題が見られた問題 県 全国 差 

◆文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考えを持つ 

３（四）「吾輩」が「黒」をどのように評価し、どのような接し方をしているかや、そのような

接し方をどう思うかを書く問題 

正答率

16.0% 

無回答率 

27.2% 

 

20.5% 

 

24.1% 

 

-4.5 

 

+3.1 

◆書いた文章を読み返し、語句や文の使い方、段落相互の関係に注意して書く 

２（一）意見文の下書きを直した意図として適切なものを選択する問題 

正答率

23.8% 

 

24.8% 

 

-1.0 

 

 

 
 

国語に関する生徒質問紙の結果に注目してみましょう 県 全国 差 

〇国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり、必要に応じて質問したりしている 63.2% 61.3% ＋1.9 

△国語の勉強は好きだ 57.9% 60.8% －2.9 

△国語の授業の内容はよく分かる 77.4% 80.1% －2.7 

△今回の国語の問題について、解答を文章で書く問題で、最後まで解答を書こうと努力した 71.4% 73.7% －2.3 

全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ、授業改善に取り組みましょう 
 

 

 

◆文章の内容を捉えた上で、自分の考

えの根拠となる具体的な表現を明確

にすることに課題が見られました。 

 

 

 

◆推敲する場面において、語句や文の

使い方、段落相互の関係について考

えることに課題が見られました。 

 

 
「書くこと」のみならず、「話すこと・聞くこと」「読むこと」や〔知識及び技能〕の学習過程においても、「書

く」活動の機会は多く見られます。個別の知識・技能を活用する力、必要な情報を自ら取り出す力、まとめたり自
分の考えを表現したりする力等を総合的に育成するために、制限や条件を設けて書く機会を増やしましょう。 
 
 
 

 

＜具体的な授業改善例について＞ ＊以下の資料を参考にしてください。※学校教育支援サイトにもデータを掲載しています。 
①全国学力・学習状況調査報告書 ②授業アイディア例（国立教育政策研究所 https://www.nier.go.jp/jugyourei/r03/index.htm） 
 

＊正答率では、全１４問中１１問が全国平均を下回り、そのうち９問が１ポイント以上の差でした。 

＊記述式問題の無回答率は、４問中３問が全国を１ポイント以上の差で上回りました。 

＊国語に関する質問事項への肯定的回答率では、９問中７問が全国平均を下回りました。 

＜ポイント＞目的や意図に応じて、読みやすく分かりやすい文章

にするためには、読み手の立場に立って文章を整えるように指導

する必要があります。その際、表記や語句の用法、叙述の仕方、

表現の効果などを確かめるように指導することが大切です。 

➡令和３年度全国学力・学習状況調査報告書（中学校国語）P29 

＜ポイント＞文学的な文章を読んで自分の考えをもつためには、

「構造と内容の把握」や「精査・解釈」の学習過程を通して理解

したことを他者に説明したり、他者の考えやその根拠などを知っ

たりするように指導する必要があります。その上で、改めて自分

が文章をどのように捉えて精査・解釈したのかを振り返ることで

自分の考えを確かなものにするように指導することが大切です。 

➡令和３年度全国学力・学習状況調査報告書（中学校国語）P40 

文章に表れているものの見方や考え方
を捉え、自分の考えを持つ 

書いた文章を読み返し、語句や文の使
い方、段落相互の関係に注意して書く 
る 

日々の「書く」における実践例 

¥

①時間制限   例、３分以内 

②字数制限   例、８０字以上１００字以内 

③内容・構成等 例、結論を先に述べる 

叙述を２つ以上取り出す 
 

・自由に書かせるのではなく制限や条件を設ける。 
・経験を多く積ませ、絶対的な「書く量」を確保する。 
（まとめ・振り返り等でも） 

詳しくは、県教育委員会作成「研修パッケージ」をご覧ください。 



数 学 
力が付いている問題 県 全国 差 

◆整式の加法と減法の計算ができる 

２ 数量の関係を一元一次方程式で表す問題 

正答率 

72.7% 

 

71.3% 

 

+1.4 

◆与えられたデータから中央値を求めることができる 

５ 反復横とびの記録の中央値を求める問題 

正答率 

89.8% 

 

84.5% 

 

+5.3 

課題が見られた問題 県 全国 差 

◆目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明す

ることができる 

６（２）四角で４つの数を囲むとき、４つの数の和はいつでも４の倍数になることの説明を

完成させる問題 

正答率 

55.5% 

無回答率

19.3% 

 

61.8% 

 

15.4% 

 

-6.3 

 

+3.9 

◆数学的な結果を事象に即して解釈し、事柄の特徴を数学的に説明することができる 

６（３）四角で４つの数を囲むとき、四角で囲んだ４つの数の和がどの位置にある２つの数

の和の２倍であるかを説明する問題 

正答率

26.4% 

無回答率

34.7% 

 

30.3% 

 

29.9% 

 

-3.9 

 

+4.8 

 
 
 
 
＜具体的な授業改善例について＞ ＊以下の資料を参考にしてください。※学校教育支援サイトにもデータを掲載しています。 
①全国学力・学習状況調査報告書 ②授業アイディア例（国立教育政策研究所 https://www.nier.go.jp/jugyourei/r03/index.htm 
 
 

 

 

 

 

数学に関する生徒質問紙の結果に注目してみましょう 県 全国 差 

○数学で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う 76.2% 74.6% ＋1.6 

○数学の問題の解き方が分からないときはあきらめずにいろいろな方法を考える 77.4% 75.8% ＋1.6 

△数学の勉強は好き 56.9% 59.1% －2.2 

△数学の授業の内容はよく分かる 73.9% 74.6% －0.7 

 

全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ、授業改善に取り組みましょう 
◆観点別に見ると、技能の問題は、 

すべて全国平均以上でした。 

⇒基本的な技能の定着は 

良好な状況。 

   

◆説明する問題に課題がありました。 

 

 

全国学力・学習状況調査の問題は、学習指導要領の趣旨や内容が問題の形で示されています。日々の授

業が、示された問題を解決する力の育成につながっているか考えながら、学習指導要領に示された「算数・

数学の問題発見・解決の過程（算数・数学の学習過程のイメージ）」を意識した授業づくりを進めましょう。 

＊「数学的な技能」を問う問題の平均正答率は３問すべてで全国平均を上回りました。 

＊前回の調査結果と同じく、目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立

つ理由を数学的に説明する力に課題が見られました。 

＊「説明」をする問題の平均正答率は、５問中４問が全国平均を下回っていました。 

＊無回答率が全国よりも高い問題が１６問中１４問ありました。 

＊「数学が好き」「数学がよく分かる」と回答した生徒の割合が平成31年度の結果に比べて向上しました。 

＜ポイント＞ 単元の「どこで」「何を」説明させるのかについて見通
しのある計画を立て、生徒全員が説明する機会を授業の中に位置付ける
ことが大切です。 
生徒に説明を求めるときには、「何を」説明するのかを伝え、その際

に必要な要素をおさえて説明するよう指導しましょう。 
１「事柄や事実」を説明する →「前提」と「結論」 
２「方法や手順」を説明する →「用いるもの」と「用い方」 
３「理由」 →「根拠」と「成り立つ事柄」 

➡令和３年度【中学校】授業アイディア例P9～10 

＜ポイント＞ 補充的な学習の場面を設定したり、個に応じた支援を意
識したりして授業を進めている成果と考えられます。学習指導要領で
は、「生きて働く知識・技能の習得」が求められていますので、日常の
事象や既習事項を発展的に考えるときに、その解決方法として使える知
識や技能を身に付けさせていくようにしましょう。 
➡令和３年度全国学力・学習状況調査報告書（中学校数学）P21,24,35 

詳しくは、県教育委員会作成 
「研修パッケージ」もご覧ください。 

⇒１「事柄や事実」を説明する 
２「方法や手順」を説明する 
３「理由」を説明する 
という「何を説明するのか」 
を意識した教師の単元計画や 
発問の工夫が求められる。 


